
令和 7年度 第 1回 GH地域連携推進会議録
日 時 令和 7年 11月 27日 (木) 13:30～ 14:30

場 所 GHた んぽぽ 食堂ホール

出席者 名簿参照

1、 開会のあいさつ

2、 施設長あいさつ

。本日はお忙しい中お集まりいただき、誠にありがとうございま丸

この「地域連携推進会議」は今年から義務化されました。他の施設では 1～ 2回開催

されているところもありますが、私どもの施設でGHは今回が初めての開催となりま

丸 本体では先月すでに会議を行いました。寒くなりましたが、本日開催できました

ことを大変ありがたく思っておりま坑

・先日は熊の目撃情報で大変な騒ぎになりましたが、最近ようやく目撃が減少してき

ました。軽井沢や道目木においては、通勤される利用者の安全を考慮し、送迎対応と

しておりました。現在のところ目撃情報が寄せられていないため、12月 1日 より徒歩

通勤に戻している状況で丸

・大館市内では、インフルエンザが蔓延していますと本日も心配いただくところです

が、本体及びGHにつきましては、インフルエンザ・コロナウイルスの報告はありま

せん。時期的な風邪引きが数名おりますので、その辺も検討しながら本日になってい

ま坑 GHでは、熱はありませんが風邪気味のため、 1名がお体みをいただいており

ま坑 ご理解頂きたいで現

忌憚のないご意見を頂ければ幸いで丸 本日はどうぞよろしくお願い致しま丸

3、 会議の目的 。出席者自己紹介

。この会議は議事録を作成し、公表することが義務づけられていま丸 当事業所では

ホームページに公表する予定で坑 また広報にも簡単に会議内容を掲載する予定で

す。議事録の内容につきましては、公表前に皆様の発言の内容について同意を頂く

為、議事録完成後、郵送にて内容の確認をお願いしたいと思っておりますので、ご協

力をお願い致しま丸

・地域連携推進会議とは、GHや障害者支援施設などが地域の一員として対等な関係

を築き、地域に開かれた施設となることで、透明性と支援の質を確保することを目的

に開催される会議で丸 とりわけ施設や GHは閉鎖的な環境になりやすく、外から見

ると理解しづらい面があります毛そのため、地域の関係者を含む外部の目を入れた

「地域連携推進会議」が義務づけられました。施設を見学する機会を年 1回程度設け

ることも求められていま坑 これを義務として捉えるのではなく、利用者がその人ら

しく安心して暮らすことが出来るよう、この仕組みを活用しながら、GH等 と地域の
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連携を推進し、事業運営に活かしていきたいと考えていますと本日は皆さんの日頃の

思いやご意見を自由に発言して頂き、有意義なものにしていきたいと思っていますの

で、短い時間ではありますが、よろしくお願い致しま丸

4、 施設見学 たんぼぽ→つくし→おおたき→あかまつ
5、 会議・議題

O理解の促進・地域との連携
・事業所の紹介 (運営方針 。事業内容等)

GH軽井沢福祉園 事業所のご案内 別紙参照
・利用者状況について

障害の特性～利用者の9割が知的障害

入退所状況～あかまつ 6床、おおたき6床 (10/31退所し他施設へ入所、11/1新規

入所)たんぼぼ6床、つくし5床 (10/31退所)
。地域との連携について

大滝薬師神社 鶴癒の湯 足湯掃除
地域懇談会 総会
地域協力員参加による消防法に基づいた年 1回避難訓練

5月 男子 6月 女子

○サービスの透明性・質の確保

・利用者の日常生活について

就労継続支援 B型 白沢通園センター 8名
福祉的就労 3名

軽井沢福祉園生活介護利用 1名

日中活動事業所とむとむ 10名

・施設行事について

5月 GW帰 省 避難訓練  (あかまつ 。おおたき)
6月  レクリエーション交流会 避難訓練  (つ くし。たんぼtの
8月 納涼盆踊り お盆帰省
9月 社会見学旅行
10月 地域懇談会 地区祭典
11月  こすもす祭
12月 忘年会 正月帰省
3月 年度末お楽しみ会
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軽井沢福祉園の稼働率について、R5は利用者の 2～ 3空床が続いていました。

R6、 3月 には定員 24名満床となったことからR5稼働率 91%からR6に は 98,9%と

増加 しました。稼働率増加に伴い、収益はR5年度より増加しました。

支出については大きな修繕等はなく、黒字決算となっていま丸 施設整備事業におい

ても大きなものはありませんでした。

施設長より

先程ありました収入につきましては、R5、 R6は コロナウイルスが流行しまして、

利用者が帰省出来ない状況があり、GHで過ごされる方が多かった為、だいぶ稼働率

が上がったという訳で現 不町用者が帰省していれば、空所という形になる為、稼働率

が下がりま丸 感染症にも影響されるという状況にありますので、そこはご理解下さ

い。

・BCP(業 務継続計画)・ 避難訓練の実施状況について

別紙参照

O利用者の権利擁護
・虐待への取り組み

軽井沢福祉園の虐待防止委員会に参加しており、虐待の防ぎ方ではなく、より良

い支援の方法について、毎月話し合いを行っておりま丸

・苦情、とヤジハット、事故報告

ヒヤリハット、事故報告は今年度ありませんでしたが、苦情が2件ありました。

6/7保護者会役員会の席上で「娘がGW帰省から帰省した際にGHの職員からなんで

帰ってきたの ?と 言われた。どのような意味で言ったのか ?娘がショックを受けてい

る」と話がありました。対応といたしまして、役員会の中で施設長から、私の監督不

行き届きで丸 私の責任で丸 と謝罪をしておりま現 役員会終了後、当該職員と主

任で事実確認を行い、当該職員はそのようなつもりで言ったわけではないと話があり

ました。入居者当人はそのように受け取っていることを伝え言動には気を付けるよう

に注意を受けていま現

6/13 14:05 父親が軽井沢福祉園に来園され、当該職員と直接話をしていま現
「5月 に帰省から戻ると何で戻ってきたのと言われた。と娘が話をしている。確認し

に来た」と話がありました。施設長同席で対応しておりま丸 対応といたしまして、

当該職員からそのような発言をしていないがそのように捉えられてしまったかも知れ

ないことを伝え言葉が足りずヽ 不愉快な思いをさせてしまったことを謝罪している。

納得した様子ではなかったですが、父親の方から「分かった。」と話し帰られてい

る。その後、当該職員の方から入居者本人へ謝罪し、入居者から「もう大丈夫。分か
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りました」と理解を頂いている。

後日、入居者に聞き取りを行うと「もう帰ってきたのと言われた。ただ自分は何で帰

ってきたの ?と 言われたようだった。」と話がありました。今回の件は、言葉の捉え方

に違いがあり、誤解を招いてしまった部分が大きく、声を掛ける際は、表情や声のト

ーン、語調や語尾に気を付け丁寧に対応していくように周知しておりま丸

・利用者の希望、意向、意思決定支援について

利用者の希望、意向について、現在通所している就労継続支援 B型事業所が事業縮

小するということで、来年度からの希望、意向確認を行っておりま坑 意思決定支援

につきましては、成年後見制度を利用されている利用者が 1名おり、今後も家族さん

の高齢化等により制度利用する方が増える見込みで現

○その他

ご意見・質問等

地域の関係者 SH様

・大滝自治会からですと足湯の清掃についてですが、男子寮の方に毎月第 1日 曜日に

掃除をお願いしておりま丸 5段階に分けて清掃作業を行っていただいていま丸 か

つては旅館組合にもご協力いただいておりましたが、旅館の閉館に伴い、清掃が難し

い状況となっておりました。現在は、夏場ほど頻繁ではありませんが、利用者が多い

ため定期的な清掃に大変助かっておりま丸 利用者の方とは町内で顔を合わせること

も多く、挨拶をいただくこともあり、自治会として非常にありがたく感じておりま

現 地域との連携も図っていただいており、特に不満や追加の要望はございません。

個人的には、避難訓練などで足を運ぶ機会がありますが、普段なかなか施設を見るこ

とができなかったため、助かりました。掃除について、今後とも継続してご協力いた

だければ幸いで坑

福祉に知見のある方 AE様
・すぐ近くのエリアで長く勤めていますが、こうした施設があることは知っていなが

らも、高齢者施設とこのような施設との間で、これまであまり交流や接点がありませ

んでした。どのような方々が、どのように暮らしているのかも分からずにいました。

今回、施設を拝見し、事業の説明を受けたことで、理解が深まり、とても良かったと

感じていま魂 また、先月まで包括支援センターに所属しており、地域との連携を常

に意識して仕事をしていました。普段から、この地域で暮らす皆さんが外を歩いてい

る姿を通勤途中によくお見かけしていました。最近は、熊の目撃のことで少し心配し

ておりましたが、施設長さんのご配慮で送迎対応をしていただいていたとのことで、

とても安心しました。
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施設長

・GHの利用者はご自身でお金をお持ちになり、買い物に出かけることが可能で丸

普段から、熊や交通事故などに十分注意するよう声掛けをしておりま丸

福祉に知見のある方 AE様
。大滝地区だけでなく十二所地区にも障害施設や高齢者施設が多いことから、この地

域はそうした方々にとって暮らしやすく、また住民の皆さまの理解が深い地域だと感

じながら仕事をしておりま免 これからも、こうした会議で得た内容を内部に持ち帰

り発信することで、施設と地域との連携のきっかけになればと思っておりま坑

今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げま現

利用者家族 AM様
。改めて施設の皆さまのところを拝見し、大変素晴らしい施設であると感じ、感謝し

ておりま丸 私は家族 (身内)と いう立場で参加しましたが、入所しているのは「い

とこ」であり、親子ほど近い関係ではないため、普段あまり関わる機会がありません

でした。しかし、このような素晴らしい施設で大切に暮らしていることを知り、とて

も安心いたしました。

6、 閉会のあいさつ

以 上
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